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ニュージーランド・ホリダイ ３ 
竹 原   宏 

ウェリントンにて 

 

 「アテンション プリーズ」 

 のびのびと田舎で育ち、健康的な美しい肢体に紺

の制服のよく似合う、青い眼のスチュワーデスのア

ナウンスが機内に流れる。 

 「間もなくウェリントン空港に着陸します。外は

西の風が強く大変寒うございます。お煙草を御遠慮

下さい。そして、ベルトをお締めになる事をお忘れ

なく。サンキュー。」 

 ベルトを締めるために腰をあげて、ふと窓外を見

ると、真黒なベールに真珠を散りばめたように白、

橙色の無数の光芒が眼下一杯に展開している。そし

て、その光景は機の動揺につれて、右に左に大きく

ゆれている。機は右に大きく旋回して、一旦海上に

出て入江から低空で滑走路に着陸した。アナウンス

の通り寒い風が吹きつけて息もできぬくらいである。 

 私達は、オークランドに今朝上陸して、午後６時

発のＮ・Ａ・Ｃのタブロ機に乗り、１時間ほど島の

中央を飛び、島の南端にあるこの国の首都ウェリン

トンに着いたのである。このウェリントンは人口 30

万足らずで、ニュージーランドではオークランドに

次ぐ大都市である。 

 商社の方の御案内で、ウェリントン駅前のウォー

ターローホテルに泊まった。豪壮な建物、敷きつめ

られた真紅の絨緞、古風で黒びかりする調度類、静

かで広すぎる程大きな部屋、そして薄暗い電球が一

つ、この中に端坐していると前世紀に追いやられた

ような錯覚を起し、孤独とノスタルジアーが交々胸

にせまってくる。ニュージーランダースの殆んどが

英国人であり、英国人好みの雰囲気は、日本のテカ

テカに光った薄っぺらのホテルのそれと全く対象的

な感じである。 

 私達は、先発の校長先生（蔵知酪大校長）に、上

陸第一夜だけは、異国情緒を存分に楽しみたいから

大きなホテルに泊めて下さいと、予めお願いしてお

いたところ、このホテルをアレンジして下さったわ

けで、宿願がかない、お蔭で快適な一夜を過すこと

が出来たのである。 

 ニュージーランドには、パブリックホテルとプラ

イベートホテルの二つがあり、パブリックの方が上

流で、プライベートの方は安宿である。観光シーズ

ンとか旅行シーズンであると、パブリックの方は、

１ヵ月前から申込んでおかないと泊ることができな

いそうである。我々の旅行中は幸いにシーズンオフ

であったので、この点順調に運んだ。 

 ニュージーランドの予約をやかましくいうのには

驚いた。散髪屋も予約してその時間に出かけないと

やってくれないし、食事も申込んでおかないとたべ

る事ができない。もし遅れると超過勤務料を払わさ

れる。長距離バスもタクシーも予約である。タクシ

ーは街角のタクシー専用の電話ボックスから電話で

呼ぶか、タクシーの溜り場で直接申込まないと乗る

ことが出来ない。飛行機に乗る場合は面倒で、一旦

予約しておいて乗る前日にもう一度確める（ブッキ

ング）必要がある。日本のような手軽さや便利さは

何処にも見当らない。だから周旅などする時は相当

綿密なプランをたてておかないと動きがとれなくな

る。また、会社などで交渉する場合、非常に簡単な
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事でもお互いにメモを交換しておる。そのメモ用紙

がもったいない程大きなものである。メモを交換し

ておっても、その通り実行されないことが多いらし

い。また、数人で食卓を囲み自分勝手に料理の注文

をするとホステスはよく間違ったものをもって来た。

そんな時でも「アイムソリ」といって平気な顔をし

ている。手違いは世の常くらいに思っている全くの

んきな国民らしい。そのため、すべてが予約制にな

ったのかもしれない。 

 私達は、翌日、日本船の「天和丸」に乗船した。

この船は積荷の関係でウェリントンに10日程停泊し

ておった。そのために、毎日街の見物ができた。毎

日同じコースを通っておるとだんだん顔見知りがで

きて、ウィンドの向こうで手を振ったり、休んでゆ

けといってくれる者もできた。 

 買物で閉口した事は、勘定である。この国の貨幣

はポンドであるが、日本のように 10 進法ではない。

１ポンドが 20 シリングであり、１シリングが 12 ペ

ンスである。そしてシリングにもペンスにも大小さ

まざまな硬貨が数種類ある。勘定のむつかしい場合

は、大きな金を出してつり銭を貰うのである。つり

銭をくれる時は必ず手を出せという。すると手の平

の上に一つ一つ勘定してつり銭をくれる。まるで幼

稚園児に買物の仕方を教えているようである。隣を

みると彼等同志でも同じことをしておるのである。

しまいには、つり銭でポケットが重い程硬貨が溜ま

った。時には面倒だから財布を出して適当に取って

貰った。笑いながらつり銭を入れてくれた。どこか

の国のようにごまかすような事は絶対にない。 

 商品には全部定価がついており、一文もまけては

くれない。驚いた事に全国どこに行っても同じ品物

は同値であった。だから安心して買え、安い店を探

す苦労が省けた。また、この商品を包んでくれる包

装紙のお粗末さに驚いた。大きなデパートで買って

も無地のハトロン紙に包み、より糸をかけてくれる

だけである。包装紙には店名も入っていない。吾国

のように内容物より包装紙が貴重がられる社会と相

当な距りがある。冗費を省き、１ペンスでも安く売

り、どこまでも顧客の身になって商いをする大商人

の魂胆が感じられた。 

 商店は、朝９時頃に店を開き、午後６時には閉め

てしまう。土、日曜日は休業である。但し金曜日の

夜だけは９時頃まで営業しているから金曜日の夜は

町が賑やかである。 

 総じて、物価は日本の２、３倍くらいであろうか。

しかし、肉や酪農製品のような食糧品や、生活必需

品は日本の半値に近い。手のこんだ工芸品や機械器

具は高い。例えば、コーヒーは何処でも50円であり、

バター、チーズは半ポンド 70円くらいである。テレ

ビは 16万円、乗用車は 150～200万円である。 

 自動車は、彼等の生活必需品で必ず１、２台は持

っている。しかし、それは決して日本のような最新

流行型ではない。実用車ばかりで年式も相当古いも

のが多い。時には車輪にスポークの入った、日本で

は博物館ゆきと思われるものが走っているのを見た。

彼等はこの古い車を非常に大切に扱っているらしく、

手入れや修理はよく行き届いていた。 

 時々彼等に時間を教えてもらった事があるが、申

合せたように自分の時計をみせて教えてくれる。さ

し出した時計はどれも相当古い年式のもので、ガラ

スも曇って指先でこすってみなければ解らぬ程の使

い古したものもあった。バンドも何度か修理した痕

があった。 

 しかし、彼等は貧しいのではない。 

 この世の天国といわれる、完全保障国に住んでい

る人達である。彼等の生活レベルは高い。文字通り

文化生活を営んでいるのである。波止場人足でも朝

９時から午後５時まで働き、日給６、７千円の収入

がある。丘の上の住宅街から自動車にコーヒーを積

んできて、口笛を吹きながら働き私達の数倍の収入

がある。午前９時出勤、10 時より 30分間、お茶、12

時より１時間、昼食、３時より 30分間、お茶、５時

帰宅、これが彼等の日課であり、途中雨が一滴でも

降ると作業中止である。 

 ニュージーランドは勤労者天国といわれ、求人は

140％で失業者はいない。そのために勤労者の収入は

このように高い。また完全保証が行われているので

国民は揺籠から墓場まで生活の心配はないのである。

病気をしても、年をとっても国は文化的生活を保障

する。この国には大富豪も貧乏人もいない。国民の

80％が中産階級である。 

 ウェリントンの丘に立って、街を眺めると色とり



岡山畜産便り 1965.03 

どりの屋根が緑の芝生に囲まれて、整然と並んでい

るのが見える。そして、その住宅はどれも皆同じ大

きさであり、同じ型の文化住宅である。狭い間借り

で雑魚寝をしている我々の生活からみると全く羨ま

しい限りである。しかし、彼等がこれだけの環境を

築いた蔭には、極力冗費を省き軽薄の戒め、えい知

と耐乏と団結による長い間の努力が秘められている

ことであろう。 

 ある友人から、一体君は日本でどのくらいのサラ

リーを貰っているかねと尋ねられた事がある。正直

に答えると、それじゃ、ニュージーランドと同じく

らいだといった。彼は私の月給を週給で計算してい

るのである。しかし、私にはそれを訂正する勇気が

出なかった。 

 


